
支給対象者
平成26年度分の市民税（均等割）が課税されない方

（ただし、ご自身を扶養している方が課税される場
合、生活保護制度の被保護者となっている場合など
は対象外です）。

支給額
　▽対象者１人につき１万円
　▽対象者のうち下記に該当する方は５千円を加算

・老齢基礎年金、障害基礎年金、遺族基礎年金等の
受給者など

　・児童扶養手当、特別障害者手当等の受給者など
申請先

基準日（平成26年１月１日）において住民登録がさ
れている市町村

支給対象者
基準日（平成26年１月１日）において、平成26年１
月分の児童手当（特例給付（※ １）を含む）の受
給者、または平成26年１月１日生まれの児童にかか
る同年２月の児童手当（特例給付を含む）の受給者

（※ ２）であって、平成25年の所得が児童手当の所
得制限限度額に満たない方。

（※ １）特例給付　児童を養育している方の所得が
所得制限限度額以上の場合に支給される児
童手当。児童１人あたり月額一律５千円

（※ ２）受給者　児童手当・特定給付の振込名義人
支給対象児童

支給対象者の平成26年１月分の児童手当（特例給付
を含む）の対象となる児童、または平成26年１月１
日に生まれた児童で、同年２月分の児童手当（特例
給付を含む）の対象となる児童（ただし、臨時福祉
給付金の対象者および生活保護制度の被保護者等は
除く）

支給額
　支給対象児童１人につき１万円

　本年４月からの消費税率の引き上げに伴い、所得の低い方々等への影響を緩和するため、暫定的・臨時的な
措置として、臨時福祉給付金および子育て世帯臨時特例給付金を支給します。

申請・支給手続き
６月上旬から開始し、対象者には直接申請書を郵送
する予定です。詳細が決まり次第、広報・ホームペ
ージ等でお知らせします。
＊子育て世帯臨時特例給付金と重複して受給できま

せん。
配偶者からの暴力を理由に避難している方へ

配偶者からの暴力を理由に避難している方で、事情
により、平成26年１月１日時点で住民登録を移すこ
とができていない方は、申し出により必要な支援が
受けられます。
申し出できる方には要件がありますので、詳細はお
問い合わせください。

問　家庭福祉課　内線2431

申請先
基準日（平成26年１月１日）において住民登録がさ
れている市町村

申請・支給手続き
６月上旬から開始し、対象者には直接申請書を郵送
する予定です。詳細が決まり次第、広報・ホームペ
ージ等でお知らせします。
＊臨時福祉給付金と重複して受給できません。
＊公務員の方には所属庁から申請書および児童手当
（特例給付）受給状況証明書が交付されますので、
申請手続きが始まるまで保管してください。

配偶者からの暴力を理由に避難している方へ
配偶者からの暴力を理由に避難している方で、事情
により、平成26年１月１日時点で住民登録を移すこ
とができていない方は、申し出により必要な支援が
受けられます。
申し出できる方には要件がありますので、詳細はお
問い合わせください。

問　市民課　内線2317

臨時福祉給付金の概要

子育て世帯臨時特例給付金の概要

ご注意ください
給付金を装った「振り込め詐欺」や「個人情報の詐取」にご注意ください。

臨時福祉給付金
子育て世帯臨時特例給付金
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